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令和２年 10 月１日 

第２学年 保護者の皆様 

大阪府立泉北高等学校 

校 長  西田 恵二 

 

本年度のスタディツアー（修学旅行）について（お知らせ） 

 

清秋の候、保護者の皆様には、益々ご健勝のこととお慶び申しあげます。また、平素より本校の教育

活動にご協力、ご支援をいただき、厚く御礼申し上げます。 

さて、本年 11月に予定しておりました台湾へのスタディツアー（修学旅行）につきましては、令和３

年２月 24 日（水）～27 日（土）へと日程を変更し、当初の計画とほぼ同じ内容で実施する旨、本年５

月８日付け文書にてお伝えしておりましたが、下記により、現時点での状況についてお知らせいたしま

す。引き続き、皆様のご理解を賜りますよう、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

記 

 

Ⅰ 本校の本年度のスタディツアー（修学旅行）に対する基本的な考え方 

１ 大阪府教育庁の指導のもと、新型コロナ感染症への対策を可能な限り講じることにより、スタデ

ィツアーを実施します。 

２ 行き先は以下の理由により台湾を最優先とします。 

 （１）本校は大阪府の国際・科学高校の一校であり、国際交流が学校の教育活動の柱の一つである

こと 

 （２）本年度は新型コロナ感染症の影響で、姉妹校交流を含むほぼすべての国際交流がキャンセル

となる中、生徒が海外の人と触れ合う機会をできるだけ保障したいこと 

 （３）台湾は対策が徹底されて新型コロナ感染症の拡大を抑え込んでおり、感染リスクが低いこと 

３ ただし、日本⇔台湾の教育旅行における出入国が制限されていたり、キャンセル料等の不必要な

費用が生じる可能性がある場合は、同日程（令和３年２月 24 日（水）～27 日（土））での国内

へのツアーに切り替えます。 

Ⅱ 現状 

１ 10月１日（木）現在、台湾では観光目的（教育旅行を含む）の入国を許可しておらず、帰国時の

日本への入国も制限されています。今後の見通しも不透明です。 

２ 台湾のホテル代金等について、11月５日（木）以降にキャンセルをすれば、キャンセル料が生じ

ることとなっています。 

Ⅲ 今後の措置 

 １ 11月３日（祝/火）までに、２月 24日（水）時点での台湾の本校スタディツアー受入れ及び日本

への帰国が可能であることが判明した場合、予定通り台湾スタディツアーを実施することを決定

します。 
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 ２ 11 月３日（祝/火）の時点で、台湾への本校スタディツアー実施が不可能であることが判明して

いる、または不明の場合、同日程での国内ツアーに切り替えます。 

 ３ 国内のスタディツアーについては、実施時期、宿泊施設等において新型コロナ感染症対策の徹底

が可能であること、ツアー中の２日間を授業日とするために体験学習等を行う必要があること等

を踏まえて、現在、信州方面へのスキー修学旅行を予定しており、必要な準備を進めているとこ

ろです。詳細につきましては、実施確定後にお知らせいたします。 

 

 

 

 

 
【本件問合せ先】 

大阪府立泉北高等学校 

教 頭 中村 貴亮 

TEL 072-297-1065（代表） 


